
取組の効果

取組の様子

＊学校・園数及び園児・児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

【オリンピアン・パラリンピアンとの交流】
● 児童・生徒が国内外のオリンピアン・パラリンピアンと様々な

スポーツを通して交流した。

● スポーツへの興味・関心を高めると同時に、国際理解を深めた。
● 障害者理解や福祉に関する関心を高め、多様性を認め合う態度や、共生・共助

の心を育んだ。

【ボランティアマインドの醸成】
● 各校において、「スクールアクション『もったいない』大作戦」を実施。
● SDGｓの学習の一環で、日本ユニセフ協会の取組や環境保全の

学習を進めた。

● 学校内のみならず、地域の清掃や美化活動を行うことで、主体的により過ごし
やすい社会を作ろうとする社会参画の意識が高まった。

● SDGｓの学習を通して地球規模の視野で物事を考える大切さを理解するととも
に、社会貢献をする態度の育成を図った。

武蔵野市のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

武蔵野市

水球の体験活動
小学校での日本代表選手による
実技形式の授業

車いすバスケットボールの体験活動
中学校での日本代表選手による
実技形式の授業

交流活動
小学生とホストタウンであるルーマニア
のパラリンピック卓球代表選手との交流

地域清掃
中学生のボランティアによる地域清掃

18校 ＊

8,269人*

緑豊かな住宅地に、商業、レジャー、文化、学問、情報等の生活密着型の多様な機能
をあわせ持ち、市内外の多くの人々が交流する都市である。


